
























































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、　　、　 　　まいよ　 　 　 　づエ　 じゅんら　 　　こと 　 　 　　　　 　 　 　 　うはさ 　 　こんにち　　れい　　　こぎうか　び
　　になり毎夜三十人宛で巡縛する事になりましたとの囎また今臼は例の御休暇臼なれ
　　ヘ　　ヘ　　へ
　　　だじゃうくわん　だいじんさんぎかた　　のニ　　　　こしゆつとう　　　　　　　　　　　　こと
　　ど聾心窟は大羅参議方も残らず御出頭になりますとの事
　　　　　　　　　　　　　　　、　　、　　、　　、　　、　　、
　これに反して「お（ご）…なさる」の用例は，この臼の紙塑では第3面の雑報
欄に見える次の例のみである。
　　　をんな　　み　　　　　　　　　　　もやうつば　　　　　　　いつ　　　　　　やど　　　ま　　　　いま　　くわし　　かひ　　　　いで
　　　～女が見えないから小便場へでも往たかと宿で聞くと今お菓子を買にお出なさい
　　　　　　い　　ゆゑしばら　　ま　　　　かヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　ヘ　ヘ　ヘ　へ
　　ましたと轡ふ故姑く待てど帰らないから～
「お（ご）…になる」と「お（ご）…なさる」との用例の比率が11：1で，「お（ご）
…になる」の用例の優勢な紙面をわざわざ持って来たようであり，偶然の比率
のように思われるが，ほかの日の紙面においても同様の傾向が見られる（明治
1e年の数か月の新聞を調査しただけであるからその前後のことは明らかでない
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ことを附記しておく）。
「お（ご）…になる」の尊敬表現の対象となっている主体を見ると，11例中大蔵
省とか警視局とかいう官庁が6例，大臣，参議，大警視と轡つた大官が5例で
ある。官庁そのものは非人格的なものであるが，その窟庁の権威は当時の人々
が漠然とドおかみ」とか「お役所」とか呼んでいたものであり，これらの用例の殊
す敬意の高さは窟尊民卑の時代を背景にして考える時，かなり高いものであっ
たに違いない。「お（ご）…なさる」の用例が1例だけこの日の雑報にでている。
この用例は宿屋の者が旅霧に対して話すことばの中に見えているのであるが，
敬意の度含に両朝の間にさしたる覗きがなかったにしろ，両春の実際に用いら
れる牲会層とか三身などを考える手がかりともなるであろう。
　次に，「かなよみ」の明治／0年3月21日（水曜日）第316男をとりあげてみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おふれ　　　しんぶん　　よせよう。紙面は絵入新聞とほぼ等しく，紙面の購成もにている。官令，薪聞，寄
ぶみ　　ひろめ
書，広告と欄の名称がいくらか異なるのみである。
　　　　さ　　　　　　　　けいしきよく　　　　かくぶんしよ　　　　たつ　　　　な　　　　あかさかくわづきよごもんつうこうれいしざしか　　　たゴ
　　　○表る十四爲警視局より昏分署へお達しに成りし赤坂皇居御門通行礼式云々へ但
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヤ　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　へ　　　によくおん　　ほんもん　　じゅん　　　　なほこさいたつ　　　な　　　　　　　いふ
　　し女密も本文に準ずと尚御薪達に成ったと云
　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　へ　　　　こへうぶたいふおほむらくん　　　しそくまつごろうくん　　たねんあめりか　かいぐんへいがくりやう　にふがく　　　すで　 そつ　　　○故兵部太輔大村慧の五子息松次郎君は多年米国の海軍兵学寮へ入学あり既に卒
　　ぎやう　　　この　　　　　かへ　　　　なり　　　　　　　こんど　か　ごしな　　ぼうぎょ　　　　　すぐ　　かうべ　　　　かいぐんしやうさ
　　撰して此ごろお帰りに成ましたが今度鹿児島の暴挙により灘こ神戸にて海軍少佐を
　　にいめい　　なり　　　　　ヘ　ヘ　ヘ　ヘ　へ
　　拝命に成りしといふ
　　　　さ　　　　　　　　　オあまさかちんだい　　　　　　　　　　　　　　　ぢうだんやく　　　　　　とんい　　　　　はこせんこ　　　せんち　　　　　まば
　　　○去る十四臼犬坂鎮台からスナイドル銃弾薬千三召惑入りの箱千個を戦地へお廻
　　　　　　　　よし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　へ
　　しになったる由
　　ヘ　　　ヘ　　ヘ　　　へ　　　　けいしまよく　　　　　ひ　ゴせんち　　　たうけん　　　　ぼは　　　　　な　　　　　つぎさ　　　　　　　　　　　　つがふ　　　　ぼん
　　　○警視筍より罠々戦地へ刀剣をお廼しに成るに回虫る十六隅は榔含五衝本十七日
　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　へ　　　　　　ぼんばか　　　　かひあ　　　　なり　　　　よしなセこのうへ　　おひ　　　　　　もと　　　　な　　　　　　　　　　　　ふうぶん　　には三羅本計りお買上げに成たる由尚此上も追〉お求めに成るだろふとの風聞
　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　ヘ　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　ヘ　　　へ
　　　　さ　　　　　　　　　しゅつばん　　さいけうぼる　　そがしやう　くん　　はじ　　りくぐんしょたい　　の　　　こ　　　　　　ほか　　りエ
　　　○去る十八印こ出帆の西京丸へ曾我少将君を始め陸軍諸隊が乗り込むので外の旅
　　かく　　　い　　　　　ばしょ　　　な　　　ご　ゴ　　　じしゅつばん　　つも　　　　　よ　　　　　　　　　　　ほど　　　　　　　　　　　またはら　　とうけい
　　客を入れる場所が無く午後四時出帆の積りが夜にλつたる程であったと又原三等讐
　　ぶいかじゅんさ　　　　　　めい　どうせん　のりこ　　はつ　　　　　　まへ　ごと　　　こみあ　　ゆへよこはま　ていばく　　部以下巡査三百五十名も同船へ乗込む筈なりしが箭の如くの込余ひ故横浜に碇泊の
　　ろしあ　　　きせん　　　　　　がう　　　　やと　　　い　　　　　な　　　　　　　よし
　　照臨の滅船コリや弩をお雇ひ入れに成ったる慮
　　　　　　　　　　　　ヘ　　　へ　　　う　　　ヘ　　　ヘ　　　へ　　　も　　　へ
　　　　　　　　　　　　しんぶん　以上の用例は繁1漁の新聞すなわち雑報欄のみで見られるものであるが，第
2爾．第3面でもそれぞれ1例ずつ次のように用いられている。
　　　　さくじつ　　だ　　まし　　お　まやまらんれい　ちょくしゃな　まらこう　どうせん　　　　さ　　　　　　　かうべ　　ちゃく　　　すぐ
　　　○昨日も記し升た大山県令1ま勅使柳一舟と同船にて去る十七潟神戸へ着され叢に
　　じヰうきゃう　　さしと　　　　　な　　　ふじっとうけい　　こそう　　　　　　しら　　　　あ　　　　　　　　りんじさいぼん　　ひゆ　　上京お藻留めに成り不臼東京へ護送にてお調べが有らうから臨時裁判を開かるる
　　　　　、　　　、　　、　　　、　　、　　　、　　　、
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　　　　　ふうせつ　　きエぼし　　だらふと風説を聞升た
　　　　げいしゃうぼ　　ねが　ごけいしきょく　　だい　　くわ　　　　たうぶん　　うち　　と　あっかひ　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと○芸娼妓の願ひは警視局の第二課にて当分の内お取り扱に成るとの事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、
「お（ご）…なさる」の例は，全然見当らない。絵入，かなよみの毎日の紙颪に
「お（ご）…になる」の用例のない日は殆どない。少ないBでもかならず2，　3例
はあらわれている。用側のでかたの多い少ないは，記事内容と糊廻関係を有し
ており，高位高官の動静や官庁に関する報道記事の多い場合には，「お（ご）…
になる」の用例も多くあらわれている。これを要するに，絵入，かなよみなど
の小新聞には「お（ご）…になる」の表現形式が比較的多く用いられているとい
うことができる。
　新聞の報道記事に「お（ご）…になる」の褒現形武が用いられていることは，
次の通り，すでに明治初年の新聞にも見えている。
　　　コノ事昔一撮朝官軍へ欝來ジシ二二，蔵二面軍国繰出シ開成リ，小川ト申騨ニオ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　　ヘ　　ヘ　　へ　　も　　も　　ヘ　　イテ戦ヒ催ス所，品詞牝シテ宇都密城二引退キ～（内外新聞，第一，叡慮4年閾4
　　月17日）（「明治文化全集」第17巻，新開篇に拠る）
　　　　　　　アメリカ　　○奮幕府ヨリ殖闘へ注交ニナリシ乱川ハ，已二こ口横島二着シタルヨシら今度三條
　　殿御下向ノ上斜壁御取入レニ成筈ノヨシe　（同上，第二，慶慮4年閏4月24　N）
　　　　　　　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トド　　　上方にては激徒頗る多くして東京御再幸を温め奉るの議論などを起し，甚穏なら
　　ざるにより．御幽憤御延引に成るべき由の報告ありしが，虚實詳ならさりしに．此
　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　ヘ　　　ヘ　　　へ
　　度西京の確報を聞けり。　（中外新聞，第五號，明治2年3月26臼）
　　　官位職制追々御定めに成り，位階は正一位より従九位まで．九位の下に大初泣少
　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　ヘ　　　へ
　　初位あり，通計廿階なり。（同上．第月食號，明漁2年8月26日）
　　　此位階と官職との網当表は既に官板にて彫刻あり。近臼御公布に成るぺければ笈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　に記さず。（同上）
　　　　　　　　　　　　　　　てつ　　　　　　せかい　　　此度政府江御買上になりたる鉄船は糠界第一の軍艦なるよし（六・倉新聞第1・号，
　　　　　　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ　　明治2年3，E］　20　：1）（「明治文化≦≧集」第18巻，雑誌締に拠る）
　国語研究所近代語研究室で明治10年11月から同11年10月まで1年分の郵便報
知新聞について用語彙を中心とした調査を行ったが，その結果がでているので，
「お（ご）…になる」および「お（ご）…なさる」が郵便報知の紙爾にどのように
あらわれているか簡単に報告しよう（郵便報知新聞の語彙調査の方法その他に
ついては昭和30年度国立国語研究所年報165ぺ以下を参照ありたい）。
　われわれはこの調査の結果「お（ご）…になる」の用例33例（この中3例は「天
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覧になる」　「四丁になる」のような期例である）を約10万のカードの中からえ
た。抽出された標本の総数は，1か月分の新聞の言語量に相当する。その見地
から「お（ご）…になる」の用例をながめると1日の新聞紙面に平均1例強の割
合でしかあらわれていないことになり，小新聞の1日の紙面の言語量を考慮に
入れる場合，郵便報知に「お（ご）…になる」の使用せられる比率が非常に低い
ことが明らかになる。この頷向は東京摂日新聞においても見られるのであって，
おそらく他の大新聞も同じ傾向にあったものと思われる。さらに注意すべきこ
とは，「お（ご）…になる」に対立する「お（ご）…なさる」の用例は，この郵便
報知の標本から，わずかに次の3例を得たに過ぎないことである。
　　　　　　　　さわ　　　　　　　　　　に　　　　かく　　　　　　　　　　　　　　　なわ　　じんじょう　いたど　　　御役人様方お騒ぎなさるな遁げも隠れも致しませぬお縄を尋常に頂き回す（明治
　　　　　　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ　　11年4月25臼，府下雑報）
　　　序いでながら近国の温泉の効能を大略記して置ますから御覧なさるべし（明治11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、　　、　　、　　、　　年7月17H　投書）
　　　誰そ早くお：貰ひなさい（明治10年11月7日，府下雑報）
　　　　　　、　　、　　、　　、　　、　　、
「お（ご）…になる」の命令形は，「江戸雷葉の研究」233頁：に狂書記の例を示
されているが，江戸末期以降今日まで「なれ」という形で命令形として用いら
れているものは，他の活用形は揃っていても命令形を欠いでおり，「なさる」の命
令形が常にこの補充をしているのである。さすれば，「お（ご）…になる」と「お
（ご）…なさる」との数の比較の場合は，「お貰ひなさい」のような命令形のも
のは除くべきであるから，郵便報知においては，「お（ご）…になる」にくらべ
て「お（ご）…なさる」の用いられ方が非常に少なかったというべきであろう。
郵便報知に見える「お（ご）…になる」の用例33例は殆ど雑報欄に見えるもので
あってしかもすべて報道記事中に見えるものばかりである。そして天皇，大官，
楽局に対して用いていることは小新聞の場合と同様で，あらわす敬意は極めて
高かったようである。
4
　以上，明治初年から明治10年前後の文献を資料として「お（ご）…になる」の
用例がどのようにあらわれているか「お（ご）…なさる」と連関させながら，用
例あるいは度数を示して来た。
　　　　　　　　　　　　　　　　212
　江戸語の黒日では幕末頃セこはじめて姿をあらわした「お（ご）…になる」とい
う欝園しは，「お（ご）…あそばす」「お（ご）…なさる」などという，ともに敬
意の高い表現形式の間にはさまれて最初は勢力が微弱であったけれども，次第
に勢力をのばしたものと思われる。新しいだけにこの表現形式のあらわす敬：意
は高い。
　東京絵入新聞，かなよみ，あるいは郵便報知新聞などの度数が示す「お（ご）
…になる」と「お（ご）…なさる」の数をもって単純に当時の話しことばにおけ
る勢力を定めることは，できないけれども，　「お（ご）…になるJの勢力が次第
に尊敬表現の体系内に滲透しつつあった様子がわかるように思われる。
　明治10年前後においてドお（ご）…になる」と「お（ご）…なさる」との勢力関
係が話しことばの世界でどのような張りあいの関係にあったかを考察する一つ
の資料がある。それは封．村氏がすでに引用されているものであるが，明治13年
12月に出版されている沖縄県学務課編纂の「沖縄対話」上下2冊の書物である。
この書物は大正5年9月糖業研究会から出版された「琉球語便覧」という書物
1・こ伊波普餓氏が琉球語の方をローマ字化したものを附して再録されているが，
この書物の凡例によれば，「沖縄対話」は沖縄県入に内地の標準語を教えるた
めに編集されたものであるという。かなり古風な言回しが見られ，当時の標準
的な東京語の姿をそのまま再現したものかどうか疑問があるが，この書物にあ
らわれた「お（ご）…になる」の例は42例であり，「お（ご）…なさる」は33例で
ある。辻村氏はこの「お（ご）…になる1の表現形式の方が多いのをもってこの
磐物が極めて丁重な日本語を学習させようとする意図のある特別な場合のよう
に鯉釈しておられる。数の上からのみ見れば明治17年に刊行された円朝の「怪
談牡丹燈籠」（牡丹燈籠は周知のように明治初年から勝勢が高塵にかけていたも
のであり，年代やことばの性質についていろいろ隅題があるが）では「お（ご）…
になる」61例rお（ご）…なさる」54例（命令形は除く）であり，明治エ9年に出
版された末広声掛の「雲中墨」では「お（ご）…になる」52例「お（ご）…なさる
38例，いずれも「お（ご）…になる」が優勢であって，前後照応するのである。
しかし，限られた交献にあらわれた用例の多少をもって，その時代の言諮事実
がどうであると断定することは，はぽからねぽならない。種々の資料をにらみ
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合わせて結論をだせばよいのであるが，「沖縄対話」の出版せられた前後が，
「お（ご）…になる」と「お（ご）…なさる」の両形式が話しことばにおいて最も
競り合っていた時代ではなかったろうかと思われる。
　二葉亭四迷の「浮雲」のような醤文一致体で書かれた小説に「お（ご）…になる」
があらわれず，「お（ご）…なさる」専用の事実は問題を後に残すのであるが，
明治10年から20年にかけて出版せられた小説や謙訳小説など前代の文体や修辞
法を踏襲しているものには「お（ご）…になる」のあらわれ方が少ない。坪内造
遙の訳した「自由太刀余波鋭鋒」などには全然見られず，「当世書生気質」で
も10例に満たない程の乏しさである。かえって新聞のような新しい形態の文献
とか政治小説という新興の文学書とかによく姿をあらわしているのも因習にと
らわれない利点でもあったのだろうか。「雪中梅」の著者も新聞記者出身の人
であった。
　明治23年11月2娼に第1園帝国議会が召集されているが，その時の衆議院議
事録を読んでみると，「お（ご）…になる」の表現形式が「お（ご）…なさる」よ
りも圧倒的に多く用いられている。議会という特恵の場，話し手はずべて男子
という制約はあるが，「お（ご）…になる」の優位性は，この年代には確立して
いたことがわかる。
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